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熊本大学と凸版印刷、熊本城崩落石材の位置特定作業を効率化 

デジタルアーカイブデータを活用した熊本城「石垣照合システム」を開発し、 

目視では解らなかった石材の正しい位置を特定 

地震で崩落した約 3 万個に及ぶ石材の位置特定作業を効率化 

 

 

熊本大学大学院先端科学研究部（所在地：熊本市中央区、研究部長：宇佐川 毅、以下 熊本大学）

と凸版印刷株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：金子眞吾、以下  凸版印刷）は、

「2016 年熊本地震」で崩落した熊本城石垣の復旧支援に関する連携協定を結んでいます。 

このたび、熊本城の飯田丸五階櫓の崩落した石材を、熊本市と連携協定（※1）を結んでいる熊本大

学が開発したコンピュータビジョン技術と、凸版印刷が VR 作品『熊本城』（2011 年製作）（※2）を制作

する際に取得した、崩落前の熊本城の櫓や石垣など約 4 万点のデジタルアーカイブデータを融合させ

開発した「石垣照合システム」を使用し、石材が崩落前にあった位置の照合をおこないました。その結

果、目視による照合と比較して約 9 割の正解数を記録しました。また、目視では解らなかった石材の位

置も発見することができました。本システムを活用することにより、石垣の位置特定作業が効率的に行え

ます。 

この照合結果は熊本市の熊本城調査研究センターに提供され、本システムは、飯田丸五階櫓の工

事に向けた石垣復旧設計に活用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石垣照合システム画像                   石材置き場で結果を確認する様子 
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■ 「石垣照合システム」と本プロジェクトについて 

 熊本地震による崩落や損傷の被害により、熊本城では約 3 割の石垣が修復対象となっており、積み

直さなければならない石材は城全体で約 10 万個におよびます。熊本大学と凸版印刷は 2017 年に連

携協定を締結し、そのうち約 3 万個におよぶ崩落した石材について、位置特定を自動に行う石垣照合

システムの開発を進めてきました。 

 なお、本テーマは 2017 年 10 月に国立研究開発法人科学技術振興機構の研究成果最適展開支援

プログラム（A-STEP）シーズ育成タイプに採択され、同機構の支援を受けながら開発を進めています。 



■ コンピュータビジョン技術を用いた石垣照合システムについて 

 石垣照合システムは、熊本大学が開発した ICP(Iterative Closest Points)アルゴリズムによる照合技術

と凸版印刷がもつ精確なデジタルアーカイブデータを用い、石材の輪郭特徴等を比較することで、崩落

後の石材が崩落前のどの位置の石材かを推定するシステムです。照合精度を高める為、凸版印刷は

保有する崩落前のデジタルアーカイブデータから各石材の形状の特徴を再現した画像データベースを

作成。熊本大学は、崩落後の石材写真と、凸版印刷が保有する崩落前のデジタルアーカイブデータか

ら、ICP アルゴリズムで自動的に輪郭情報を照合し、石材の位置特定を行うシステムを開発しました。 

 

■ 飯田丸五階櫓を対象に崩落した石材の元の位置を約 9 割の精度で特定 

 今回、飯田丸五階櫓の南面 312 個、および東面 159 個の石材に対して「石垣照合システム」を用い

た照合を行った結果、事前に熊本市が目視で特定した結果と比較して、約 9 割の正答率となりました。 

また、目視では判断がつかなかった 43 個の石材を新たに特定した他、目視では別の候補が示され

ていた 17 個の石材について適切な候補を示す事に成功しました。 

 

■ 熊本城総合事務所 所長 網田龍生様のコメント 

 地震後の早期段階から、熊本大学上瀧剛准教授の発案で石垣照合システムの開発に取り組み、有

効な結果を示していただき感謝しています。また、凸版印刷が保有する熊本城被災前の記録データは

石垣照合をはじめ復旧作業の随所で役立っており、改めて文化財の網羅的なデジタルアーカイブの重

要性を痛感しております。今後も熊本城の石垣復旧にはまだ長い期間を要しますが、システムが更に

進化し、早期復旧に繋がることを期待しています。 

 

 

■ 今後の目標 

熊本大学と凸版印刷は、今後計画されている他の石垣復旧工事に向けて「石垣照合システム」の更

なる精度向上と効率化を進め、技術支援を通じた熊本城の早期復旧への貢献を目指します。 

 

 

※1 熊本市と熊本大学の連携協定について 

熊本大学が、熊本市と相互に協力し、熊本市及び熊本都市圏をはじめとする地域社会の発展と人材の育成に寄与すること

を目的に、平成 19 年 4 月 26 日に締結されました。 

 

※2 VR 作品『熊本城』について 

VR 作品『熊本城』は、城郭建築および熊本城研究の専門家による学術監修のもと、五重・三重の櫓（やぐら）が立ち並び威

容を誇っていた江戸時代の熊本城をバーチャル再現した作品です。制作には古図面を参照したほか、宇土櫓（うとやぐら）や

天守閣、本丸御殿などの建造物や石垣を詳細にデジタル撮影した約 40,000 枚におよぶ画像を活用しています。熊本城の歴

史展示施設「熊本城ミュージアム わくわく座」にて公開しています。 

 

＊ 本ニュースリリースに記載された会社名および商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。  
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【報道に関するお問い合わせ先】  

熊本大学先端科学研究部：教育研究支援部自然科学系事務課 研究支援担当 

  TEL：096-342-3530 / FAX：096-342-3320 

凸版印刷株式会社：広報本部  TEL：03-3835-5636 / FAX：03-3837-7675 


